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サヨリ漁業試験結果について

市村勇二・苅都債二・堀　義彦●河崎　正
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昭和42年の春期に，本県から福島．官妹沿岸海域にかけてサヨリ（Homiramphu8　Sajori

（T・○トSi）の来遊が多かった。「量た同時期福島県小名浜地区に導入された，サヨリこそ，船曳網漁法（

和歌山方式）0普及に上って，サヨリは漁業生産の好対象となカにわかに注目された。

昭和42年以前にも．常磐海域には古くからサヨリの来遊が聴められてかわ，11～d月のひっかけ漁法

（昭和22、24年頃．茨城県大津，平漁地底），1～5月の地曳細（昭和28～5d年頃，福島県小名浜

地区），r4～5月の刑網（＿明治41年頃，宮城県汲島地区）などセ漁獲されていたが，量的には少ないため，

専業者はなく・漁獲物は自家消費される窄まであった。

一方本県の濁癌にも，■4－5月頃ゴカイを餌とする菰縄漁法で古くから漁獲報があった。また昭和52

～55年には，一そ，すき網方式で相当1の漁獲があったが，その後来適量が少なく■なったゝめ．刺網に上

る小規模な漁業が続いていた。

以上にのべた棚海域のサヨリ漁業の歴史を背景に，42年義鋤，突発的に多獲されたサヨリが，今後新

らしい漁業資源として利用し得るかどうかが大きを課題となった。1

このため昭和42年10月から45年5月の脚であったが．漁具漁法試験，漁業生物学的研究，聞取

鞘盃を主体にサヨリ漁業の実態を調査したのでその結果を報告する。・

本棟　尊書　だも．青票，宮城，福島，神奈川．静岡，愛知，三暮．和敵山．兵庫‾．岡山．広島．山口内潜

¢各水鏡にはアンケート爛壬をわずらわし，特に岡山水試千田哲嚢氏．禰鼻水試神崎克巳氏には責重な資料

を頂いた。また本県のクルメサヨリにらいては霞ケ浦，北浦水嚢聾務所の加漸林虎夫氏に御教示を，けた。

以上の方々灯心から感謝の憲章声すると同時に，原積の校閲を受けた岡田立三郎場長に感謝する0

材料および調査方法

l　漁　獲　就　■鹸

（1）　試　験　期　間，海　域

昭和　42年12月7日から同45年5月17日まで12回．菊田清一大洗沖の水窪20－70m海域で

漁獲試験を行なった。

（2）　試　　験　　船

試験船には民間漁船を傭船し（表1）2そをもってする船曳網漁具を使用し，調査員が乗船して漁場観察
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ならびに漁獲試験を行なった。

表1　試　　験　　船

市村勇二・苅尊信二・堀　義彦・河崎　正

船　　　 名 漁 船登 録 番号 l 総 トン数 ■推 進機 関 の種 類

お よび馬 力 数
所 有者 氏 名 住　　　 所

牙 5 松　 前　 丸 I G 5 －　 5 1 4 8 5 ．9　7 デー ゼル 5 5 馬力 菊　 地　 久　 造 北羨賦 市平 l拶町

オ 2 音　 栄　 丸 〝　　 2 8 2 1 ま 5 4 〝　 1 5 青　 田　 豊 太郎 〝

滑　　 進　　 丸 〟　　 5 5 8 5 4 ．7 9 〝　　 5 5 井　 上　　 進賢 芋 攣 撃 葵 町 ・　〝

福　　 勝　　 九 〝　　 2 7 9 5 2．5 4 〝　 1 d 鈴　 木　 福次郎

小　　 松　　 九 〝　　 5 2 7 9 2．8 4 〝　　 2 5 恵 詰 肇

‡竹 旦 ＿旦 空

日立 市 久光 町

尊　　 栄　　 丸 〝　　 5 1 4 5 2 ．9 7 〝　 1 占 〝

勝　　 盛　　 丸 〝　　 5 1 5 9 2 ．1 8 〝　 1 7 l卵珂湊 市和研 ■

福　　 逼　　 丸 〟　　 5 5 1 2 5．2 5 〝　 1 7 嵩 中 福 嘉
モ ーニ ー叩 一

芸 ‾㌃飛　　 田　　 丸 〝　　 5 4 5 1 2 ．9 9
〝　 2 5　 一丁

．飛　 田　 惣　 一

‖息　 愛　 丸 〝　　 2 9 9 0 2 ．5 9 〝　　 2 5 根　 本　　 茂

l
l 海　 勝　 丸 〝　　 5 2 7 5 2 ．7 2 〝　 1 1 銘　 木 勝　 美 北 茨

L 二 宮 士 丸 〝　　 2 4 7 8 2 ．7 1 〝　　 2 0 鈴　 木　 熊太郎 〝

l
岳正　 光　 丸 I 〝　 2 1 9 5

1
2 ．7　7 】 ・〝 1 7

⊥

我　 妻　 正　 春 4

；酒　 井　 丸 〝　　 5 1 4 7 1 2 ・5 4
－　 〝 1 1 ≡酒 井 留 封　 〝

（8）　使　用　漁　具

使用漁具は船曳網であって，図1の網地配置および表2の各部仕様を参考にされたい。

（4）　操　業　方　法

サヨリ船曳網は，2そうの小型船で行なう表層曳きであるが，

船舶は航海灯を消し，2～5Wの赤電球を一灯たけ点灯し曳網す

る。すなわち，まず片方の船が漁網を超人し，曳網を25間（43

m）程度庭伸ばし，網成少をみる。網成カを確認してから曳綿の

一万を僚船咋渡す。つぎに両船の間隔を一定に保つために船首網

を渡し，約23間（55m）程度の間隔を維持する。

以上が完了すると．機蘭を全速托して約2時間曳網する。規約

は片方の船に全員（う～4人）が乗力移り作業をし，僚船は流し

ておく。

（5）　調　　査　　員

漁業部　部長猿谷　倫，技師苅部信二，技師河崎　正．技手深

川義視

図1サヨリ曳網配置図
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表－　2　各部仕様書

彗 芦
名　 称　 ≡　材　　 質 太　 さ 白　 合 掛　 目 1▼長 さ ≦反数　l 妻　 側

打） 庚　 手 l
L ク．レ モ ナ 1 0．d ％ l 1 5．1 5 m 1 囁

墓片禍（亘 袖　　 細 l
ハイゼグクス 9 本 1 0 節 l】◆‾】－ ‘】‾▲

1 0 0 欠 ‡1 5・d ：m 5 反

ケう 底　　 細 ハイゼヅクス 9 本 1 0 節 1 ．0 0 欠 笹 忘 ‾ 5 反

（⇒
l胴一　 細 ∈　ハイゼックス 9 本 1 0 節 1 0 0 欠 5．5 ：m 10 反 」二．

銅 胴　 尻
⊥＿＿．－▼▲■

ハイゼックス 9 本 1 2 節 1 1 0 0 欠 2．2 7 m 2 反

1．5反H l側　 細 ハイゼγクス 9 本 1 2 節 1 〔〕0 欠 1 0．d　コm

（ト）
r
曳　 綱 ク　 レ　モ　ナ 1 8．1 ％ 9 0．d　m 片禰

朗 浮 子 網 ク　 レ　モ　 ナ 1 0．8 ％’ 2 4．8　m

（リ） 沈 子 綱 ク　 レ　モ　 ナ 1 0．6 ％
l　 ⊥

ー
5 8．9　m l

掬 博　 子 合成淳子　 パー マ　 P c 5　 5 2

拍 沈　 子 l 鈎・ 1 1 2 5 ダ　　 合　 計　 5 0

－77・一

千万75m
子方75111

反

綱45．45m

（注）ここには一例として10節を掲げたが，実際は10節と12節が使用されている。12節の

場合は胴尻12節を使っている。

表　5　生物調査材料表

‥：、二∴∴　ト．．．
名；尾

1：1D・19　㌢　サ　ヨ　リ・
一一1－－－一・・一・・一一一一一rr【・一一一一　　【　　一一一一Ⅵ　一一一一・椚・l一一Ⅷ－－【一一一m・－一・－一一　　　　一－▼一一一一一【・▼一一

2；11．8：クルメサヨリ　　50

5　111．14　；サ　ヨ　リ　　　15
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数 場　　　所
－－　－　　　　－　▼‾　▼　　‾－　　　、▲‾－　　　－
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2．生　物　試　験

（1）　採集方法および調査内容

調査材料は漁獲試験で採捕したものを主としたほか．イワシまき綿（大洗，大津）で漁獲されたもの，部

珂濠，久慈の港湾内で捧受網を用い採輔したもの音便用した（表5）。

採集した魚体は体長（下訝先端から鳥柄基部tで），体重を測定し，一郎は雌推，生殖巣重量，背椎骨軌

鯉．消化管内容，耳石などの測定または親祭にあてた。tた霞ケ浦産のクルメサヨリ．の観察もあわせて行な

った。

乙　聞取調査および賃料の収集

川　　原外資科の収集

ア／ケート方式によ少．青森県■から山口県までの太平洋舞および灘戸内海に面する水産試験場にサヲリ漁

業の実態について席会し．また45年2月5日福島県水産覇戦場とサヨリに関する知見交換会を行なって，

県外の知見竜まとめた。

（2）　聞　取　調　査

県内のサヨリ漁業の歴史．サヨリに関する生物的な情報■，操業方法等については，県下各組合．勝者か

ら聞込み調査を実施Ltとめた。

（8）　調　　査　　者

責滞部長市村勇二，技師蔦構　侍，技師堀　義春，技師小沼洋司

調　査　結　果

1・漁　獲　試　験

（l）　漁　　　場　■

漁場は42年12月7日から4き年1月2■‘日・（図2）′ご一にわたっては菊田浦から川尻沖の水深20～7ロ

m海域に形成されたが，45年1月29日から‾2月28白（図5）には南下して会瀾沖から．大洗沖の水深2

い－55m海域に集中した。

2月29日から5月17日（図4）には魚群の来遊が少なく，再び県北の平潟沖から川尻沖の水深20～

52m海域の調査をこゝろみたが漁場としてはをカたゝなかった。

（2）　漁　　獲　量

試験操業において最高の漁獲尾数は．42年12月7日（図2．鷹1）菊田滑での操業で1．010鳥，3

7埠であった。

500鳥以上は1月50日（図5．点d）に磯崎沖と，2月28日（図5．鷹8）に東海村沖での2回で

あった。

100尾以下の不漁日は，1月25日（図2，媚5），1月26日（図2，瓜4），5月15日（図4，

鷹10）の5回であって，5月14日（図4，腐11），5月17日（図4‥瓜12）の2回は漁獲皆無に

厭

鉾、
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終った。

（8）　他魚種の漁獲状況

漁獲試験魂業においでは，ほ

とんどがサヨリ単一種の漁獲で

あったが，1月28日（図2，

ノ広4）には高戸沖でカタクチイ

ワシ15晦，ヤリイカ数尾の漁．

獲がみられた0

（4）　漁場水温分・布

漁獲試験期間（42年12月

7日－45年5月17日）の漁

場表面水温は全役的に低く，1

月では菊田浦から川尻沖にかけ

て鼠2～9d℃を示し，川尻以

南から久慈沖では10．0－ノ18，

8℃台であった。

ー79－

2月には漁場水温はさらに降

温し，平潟沖から磯崎沖ではス

9－鼠8℃となって■いた。

5月に入わ，沖合部から昇組をみせたが，距岸5浬よカ丘側では10℃台，押倒で11■－12℃の表面水

温が分布していた。

これらの水温を平年（大洗東25漫定線平均値）と比較すると．同時期の表面水温は1～5℃低目であっ

た0

2・　生　物　調　査

（1）　種の同定についで1・

本県沿岸ではクルメサヨリ（Hemiramp】lt］8　kurumetlB（J．＆　S．）とサヨリ（Hemiramphu8

Sajori）の2種の分布が知られているが，本調査ではこれら2種の同定に主として背椎骨数を用いた0

計数の結果．クルメサヨリは5D～54の櫛で霞ケ浦産のものと一致し，一方サヨリは58－62の範

囲であった。採捕例は前者が那珂湊，久慈の港内で各1例あわ，他はいずれもサヨリであった。また両者の

漁獲例は福島県勿来沿岸でクルメサヨリの1例1尾であった。

（2）　体長組成について

図5托．示したように，10月中旬から11月中旬のものは17－－18川Kそこドがあわ，12月中旬から

1月下旬のものでは24～28加こモードがあった。またこの時期のものには少数ではあるが，体長50仇

を越えるものが見られたら　2月から5月のものでは28虎台のもののモー．ドは変わらないが，50（Ⅶを越え
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るものの比率が大きくなっていた。

体長，体重については図°に示した。

表　4　　二そう船曳網操業試験結果表
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（8）　生殖巣について

雌雄は体長20虎程度のものから外観だけで判別することができた。

この時劫の生殖巣重丑は休長2D所のもので0．01ク，25の兜で雄皿08－一0．58才，平均0．2才，



サゴ9漁巣試験括具について

雌0．14～1．4グー，平均0．6才と走力，50m以上のもので堆0・5才，雌0・5才であった0

－81・一

■　　●

●

（4）消化管内容について

藻類（7オノリ，イワ

ノリ），稚魚（カメクチ

イワシシラス），浮遊性

甲殻調（中型，′ト塾），

魚鱗などが検出され，出

現数はコベボーダが最も・

多かった。シラスは大洗

轟　で採那れたものから検

出されたもので平均1個

体当カ2尾，最大5尾で

あった。

消化管は外観＿旗色あ

るいは赤色にみえるもの

が多く．また海藻臭の強

いものが多かった。

（5）鱗，耳石について

鱗は採鱗不能のものが

多く，調査できなかった0

耳石の形状は長円形で

●　　サンマのそれに似ている

が．本種の方が大きく焦

点が不明のものが多かっ

た○

半径測定可能のものに

ついて体長と耳石半径の

関係をみると，体長15

dW台で約0．8mm，20
図　5　体　長　如し」成

珊台で1．0～1．5mm，

25－の台で1．4～1．5mで，小型のものは全体に透明で周恥なめらかであ．るが，魚体の成長とともに不

透明部分が多く，体長50仰以上のものでは，測定不能のものが多かった0

（6）　生物学的知見について

サヨリの生物学的知見については，卵，仔魚，稚魚，未成魚．成魚ごと鱒成長．回遊，環境，洩耗，食性，
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表　5　サヨリの生物学的知見
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再生産などを整理して表にまとめた（表5）。

5，聞取調査，および資料の収集■

（1）　サヨリ漁業の歴史

従来までのサヨリ漁業を要約すると次のとかわである。

サヨリは北海道から本州沿岸全域，および朝鮮，台湾まで広く．分布していることが知られている（内用

1950）。

しかし漁獲量が少なく，年変動が大きいことなどからサヨリを対象とする漁具漁法はまちまちで，各地先

払面に適応した漁業で捕獲されてきた。

瀬戸内海地区の兵庫県から山口県までの治岸城では，明治末期よれ小型定置網，小型まき網，刺網，火光

利用による抄い細漁業が少規模に行なわれていたが，来遊曇の年変動が赦しいため専業者は少なく，歴年の
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すT少漁業試験結果について

操業実績は記徴されていない。

太平洋地区の神奈川

県から三重県までは，

明治末期頃から浜名湖，

三河湾内で刺網．抄い

網漁業が行なわれてい

た。三重県安乗地区で

は昭和8，7年頃から

抄い網漁業が始まった。

神奈川県では，昭和2

7年に安東の抄い納漁

業を導入し東京湾で私

用した。．

着業船はいずれも1

－4トン程度の沿岸小

型船で規模は小さく，

岬－Jレ■ト

－85－

図　‘　体長・体重の関係

瀬戸内海地区と同様に

漁業め推移は明らかでない。

常磐地区の実線については先にのべたが，本県霞ケ浦ではサヨリは量的に少なく漁業の対象にならせ、な■

いが，クルメサヨリはほゞ周年みられ．古くから水の流れを利用した袋網や大徳網で捕獲されてお力，昭和S

d年から4D年までの年平均漁獲量は27トン程度である。

（2）　サヨリこそ，船曳網漁業の発展

昭和40年頃エカ和歌山県田辺，徳鳥県鳴門地区でこそう船曳網に上る能率漁法が開発され急速に各地へ

普及された。

瀬戸内海沿岸域では，昭和中旬年から42年にかけて鳴門方面から曳綿漁業を導入し，41～42年に大

半が許可漁業となった。

太平洋岸では，愛知県が昭和40年5月に鳴門，堺方面から技術を導入し，現在では東三河地区を中心に

180統以上の普及をみている。静岡県では42年春に試験操業が行なわれ．能率漁法として普及を試みた今

が，従来から青葉している刺綿漁業者との関係もあ鋸臓整中である。神奈川県は昭和42年12月福島県上、－≡二

か技術をとか入れ，45年1月から操業を実施している。

常磐海域では，昭和42年1月下旬に小名浜の小型船組合が．和歌山県湯浅から船曳網汲業を導入し，51

月初旬試験操業の結果好成績をかさめ，それ以降隣接各県へ普及している。宮城県では福島県からと少入れ．：

昭和42年5月から一年更新で約270枕が許可になカ．同年5－d月には約20ケ続が仙台湾で着業し‰

青森県は42年8月下旬から11月下旬に試験操業を実施した結果．むつ湾内に広く分布しているサヨリは二．
，l

ヽ1
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葬：d　　各県のサ　ヨリ　漁業の状況

市村勇二・苅郡信二・堀．義彦・河崎　正
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サヨリ漁巣試験結果について

未利用資源として船曳綿の好対象であるとしている。

この．ようにこそう船曳綱による漁具漁法のほっ輿は昭和40年以降で比校的新らしく，その漁獲効率は従；

●

「●

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

▲

●

来からの、漁法工わ　きわめて高いので資源圧迫のうれいもあるが，抄い網，刺網など現存の漁業と競合し

ている瀬戸内海や，太平洋岸の一部の県を除き．こそう船曳網漁法は1－2年の試験操業をへて許可され，

広く普及して漁業生産を高めつつある。

（8）　各県のサヨリ漁業の概要

表dK前期アンケート結果を集録した。

（4）　各県のサヨリ資源についての評価

サヨリ資源がどのような状態であるかということを知るのは，その分布（量），回遊，生活史が判然としを

い現状ではむづかしい。こゝでは前記アンケートから得られた各県の見解を整理して資源動向を推執するに

とどめた。

現在のような漁獲努力の範囲では資源の減少はあ♪得ない（神奈川，広島）とする意見や，戦後になって

漁獲量の年変動が大きくを？たが．大宰相勺には横ばい（三重．岡山）であるとする楽観的なみかたをする一

方，漁獲量から判断すると安定した資源とはいレ、えない（静岡）とする意見もある。

また資源の動向については全くわから恋い（宮城，福島，愛知．山口内海）という結論もある。このよう

にサヨリ資海の評価はまちまちである。これはサヨリ資源を論じる場合あせりにも既往の調査研究，デーク

ーの蓄嬢がをかったことに原因があろう。

（5）　県内のサヨリ漁業の概要＿

本県での42年度の漁期は初漁期が12月～1月，盛漁期が5月，終漁船ミ41－5月であった。

45年度は42年12月下旬咋初漁があったが，以降は来遊がなく．2月下旬に盛漁期と思われる時期が

認められたが．5月には全く皆無とたわ終漁期がはっきりしなかった。一般的には福島県における漁期と考

え合せ，1■～2‾月が初漁期，5～4月が盛漁期，5、・d月が櫓漁期といえる。

■　漁場披42年度は5－4月に菊田浦から豊間沖の水深20・－70mの範囲に形威され，5月には高戸沖の

水深50m付近に一部漁場が認められたが，大勢は富岡から原釜沖水深20～d Om海域に中心があわ．8

月‾には閑上から石巻沖に漁場が形成された（図る）。45年度の漁場は42年12月に菊田浦の水深20～

7Dm海域に形成され．45年2月には久慈沖に移行し，5月から4月には千葉県の九十九里浜，外房沖に

漁場が形成された。早～8月には仙台湾で若干の漁獲があったようだが漁獲量は少なかぅた。

漁獲量は42年5月から5月までの1ケ統当り漁獲量が最高5■52晦．最低4鞄で漁期間をとおして50

晦前後が平均的であった（図7）。

魚価は42年の実績では，大サヨリ（50融上）が1軸当か最高899円，最低550円で初漁期に高

く，絶漁期Iこ安い傾向があった。中サヨリ（20・｝29‘湖）は最高460円．最低550円，小サヨリ（2

0伽未満）は最高555円，最低198円程度であった。

流通関係は．水場時刻が朝のためその日にトラック輸送によカ主として京浜地方に出荷され，需要先は料

亭．すし屋が主をものであった。
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なお県内4漁業者から漁期・漁場・魚体，混獲■回遊■環境，操業方法等の聞取調査した絵朱をまとめた

ので（表7）参考に供す。

図　7　昭和42年度－ケ統当か漁獲量

考　　　察

操黄方式および漁場

本県のサヨリ漁業は昭和42年に和歌山方式（2そう船曳網漁法）を導入した0この方式は夜間操業とい

われていたが・試験操業の結果ではサヨリの漁獲量は朝マズメから午前中にかけて，およびタマズメから夜

半にかけての時間に最も多く一日中と夜間は振わをかっもこのため朝マズメ・タマズメをねらって試験操

業を実施（媚8・9・14・17）し・若干の漁獲を得た。本調査結果から，朝夕2回の出漁が効率的で理

想的を操業形態といえよう。

操業方法は2そう曳きであるため・海気象に左右され操業日数に制約をうける面が大きいので，今後漁業

方式に工夫を必要とする。

漁場牲「穀に水深28～70蛸にあるが，非常に狭い範酢形離れる0この漁場形成が本県．海放一面

というのではなく・菊田浦・久慈・那珂湊沖等一部海域躍限定されるようである○また魚群分布ははゞ一様

で大きな群を作らない。

曳納は等粍線沿いに行なった方がよい0一般に漁場が削ヒ方向に形成することから考えて，サヨリの浅深．

移動の範囲は小さいものと考えられる。

潮目付近に掛て好漁場が形成された事実は試験操業期間中にはなかった。これは時期が産卵期でをかった

こと・大型魚がとの時期に少なか？たことなどが起因しているものと考えられる。

水温と漁獲の関係については，本調査の結果からは明らかでなかった。

●
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表　7　サヨリ漁業について聞取力結果
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穫　　　族

本調査ではクルメサヨリとサヨリが採挿されたが．前者は低鍼域である港湾内で採捕ほれたもので■沖合

には分布しなレ㍉ようである。

サヨリの盛漁期は全国的にみて綴岸する産卵準備群あるいは産卵群が対象となる○

太平洋中区の盛漁期は神奈川，三重県が12月から1月，愛知，静岡県では4月となっている0このよう

にサヨリ漁場が距離的に近いにもかゝわらず盛漁期が大きくずれることは，サヨリが大きを回遊をするので

はなく地域性の強いローカル群とみるのが妥当であろう。

42年春期の常磐海域における盛漁期は5月下旬から5月下旬までとを■三ている。したがって・他海域に

ぉける盛漁期の時間的推移から考えて，サヨリの補給源は太渦中区からのものでなく，常磐海域のいずれ

かK産卵場をもつローカ′レ群と思われる。

産　　　　卵

本調査の期間は12一月から2月までであったゝめ．生殖巣は未熟であわ産卵期を知ることはできなかった0

福島水域（19°■8）の報告によると，常磐海域に来遊するサヨリの主産卵離仙台湾付近の潮目竃たは

藻場付近にあカ，産卵期は卵の発見頻度や関取調査から4～6月としている0■

一方，本県の潤沼には4－d月頃，サヨリの湖上が知られてお力く丹下他195占）（戸沢他1955），

いずれも大型の産卵親魚であるという。これらの湖上群が産卵群であれば，その時の河沼は水温約15℃で

塩素量も高く，ふ化後の餌科も豊富（今村他19d4）で，藻場も多いから，産卵，ふ化譲境にはよい条件

といえる。

澗沼内で産卵が行なわれた後の，ふ化種仔から漁獲の対象となるまでの生態については全く不明である○

すなわち澗沼では体長25。兜前後の未成魚をみることが出来ないので，成育段階に応じて降海することが考

えられるが，沿岸域で産卵するもの．もあると思われるので・本調査で得られた体長20血以下のものとのつなが

わを論ずることも出来ない。秋期イトメの生殖群泳時に表層を遊泳しているものが，いずれの種に属するか

を確かめることによっ七部分的に明らかになるかも知れなレ○

＿いずれにしても産卵親魚の一一・部が潤沼妊湖上することは事実充ので，そこで産卵する可能性は大きい0　し

‾た窄って，今後は沸上丑．産卵状況，稚仔魚の生態などを調査する必要がある0

回　　　遜

サヨリの回遊については各海区ともよくわかっていない。一般的には地域性をもった小回遊に終始するも

のとされているが，朝鮮南岸および東接では適水温をおってかなりの季節的回遊を行なうという事実もある

（内田1955）。

42年春期．常磐海域に形成された漁場の時間的な推移からその回遊状況を想定（図7）すると，5月下

旬から4月には大津から豊間沖，5月には請戸から原釜沖．5月からd月に校閲上から石巻沖の仙台湾に漁

場の移動をみたのち，8月下旬には漁場が消滅していることなどから，サヨリの主群は大津沖から仙台湾へ

漸次北上して行ったものと考えられる。これは魚体組成の推移（福島水試19d8）からも裏付けされる0

45年冬親から初春にかけての漁場推移は．1～2月は主として菊田浦沖を中心にした海域に始ま少・2

′「
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ノ■ヽ一■
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サヨリ論集試験鈷束についてiE

月下旬には久慈から川尻沖に比較的よい漁

場が形成されたが，5月以降全くなく，5

月下旬から4月上旬には房総沿岸のみしか

サヨリ漁場は形成されなかった。5－－8月

には産卵親魚群が一部仙台帝に出現したが

量的には少なく，45年4月までの漁場推

移は42年度とは反対に漸次南下傾向がう

かゞわれた。

サヨリは春先に水温が低い年には不漁で，

「　　水温が高い年には好漁といわれる（岡山水

試19d8）。

42年1・－5月の常磐沿岸は犬吠崎沖か

ら派生する暖水舌の発達によカ近年になく

沿岸水温は暖かだった。

一万，45年1、ノ5月寸では常磐海域甚

冷水舌が存続し，沿岸部の表面水温は9q〉

1℃台と例年よめ1－5℃も低かった。

したがって，昭和42，45年の漁場推

移からサヨリの回遊を想定すると，春期犬

吠崎沖から派生する黒潮接岸分派の消長に

8▼・一

図　8　昭和42，4・5年漁場図

関係があるようだ。すなわち，水深20・－

「　　70mの範囲で部分的に浅深移動はあるにしても，大勢は黒潮勢力の強弱に上少酎ヒ移動をし，魚群分布や

漁獲実績からもその範囲は，北はイ山台湾から南は房総沿岸と推察できる。

資源の動向

42年春期に本県沖で漁業生産の好対象になったサヨリ資源の評価については．その分布，回遊，生活史

の知識が不十分な現況で論じるのは困難である。

同期の多獲現象が，能率漁法の導入によ少生産量が飛躍したものが，未利用資源であったゝめ人為的制約

をうけず資源が豊富にあったものか，また何らかの要因でサヨリ資源が大量発生したものか．本調査では明

らかにできなかった。

サヨリの来遊に年変動が大きい事実は各海区七も共通している。このように年変動の大きを原因はまだ究

明されていないが，ローカル群としての性格からみて地域的な環境の変化に敏感に対応することは事実であ

ろう。

今後は更に本棟の分布，回遊，生括史を明らかにするために．多くの鵡査，研究が必要であろう○
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昭和42年春期，常磐海域でサヨリが突発的に多獲された。今後サヨリを対象とする漁業が安定した生産

活動を持続できるかどうかを知るべく，昭和42年10月から45年5月までサヨリの漁獲試験，生物調査，

各種聞取調査を行なった。

（1）茨城県沿岸には汽水齢含めてサヨリ科としてサヨリとクルメサヨリがあるが，漁獲の対象はサヨリ

である。

（幻　試験棟業の結果．42年12月から45年2月までの漁場は菊田浦，有戸．久慈沖の水深20mから

70mの海域に形成されたo tた1日の採柵局数の最高は1．010尾であった。

（さ）漁獲物はほとんどがサヨリ単一種であったが，カメクチイワシ，ヤリイカが若干漁獲された。

（4）潮眉付近が楯に好漁場という事実はなく．水温と漁獲の関係も明らかでをかった。．

（5）従来竃での夜細線業から，朝マズメ，タマズメを対象とする昼間操業試験も行売っ払

（8）魚体は15・■・5・5（，脚範囲で，モードは25～2d甜付近にあカ．生殖巣重量は艶が0．01～0．05

タ，雌が〇・01－2・00才・の範囲であ？た。

（7）胃内容物は全体的に青色または赤色で丁オノリ，イワノリ，シラス，．コペボーダおよび魚鱗等がみら

れ，量的にはコペボーダが多く．海藻は少なかった。

（8）棚海域に来遊するサヨリは，地域性の強いローカル群とみられ，12－5月頃接岸して漁獲の対象

となる。

（9）常鮪域の産卵期は4－7月，産卵場は仙台蒋付近の潮目，藻場とされている。しかし本県の潤沼も

環境条件からみて産卵場としての可能性がある。

鋤　移動回避馳路は　春期緩岸する黒鋼船ヒ上分派と関連があわ．勢力の強い年（42年）には仙台湾まで

北上し，弱い年（45年）には方総沿岸K甫傭する傾向が晦められた。

旭　資源量の評価については，本職豪では明らかでなかった。
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